
被災状況

ひとことメモ（参考）

特別教室の収納棚

対策事例
■日常点検

・ 収納物の整理整頓を行う。
・ 棚の上部に重い物を載せない。
・ 扉の止め金具にゆるみやさび等がないか確認

する。

■補強対策については「学校施設の非構造部材等の耐震点検に関する調査研究」報告書*1より引用

■食器等の落下（家庭科室）
・ 食器等を収納した棚の扉が地震の揺

れで開き、食器等が床に落下した。

2004年新潟県中越地震 2004年新潟県中越地震

■実験機器の落下（理科室）
・ 実験機器を収納している扉が開き、実験

機器が落下し、破損した。

■補強対策
・ ガラス戸の場合はガラスに飛散防止フィルム等の

対策を取ることも有効である。
・ 振動で扉が開かないように、止め金具等を取り付

ける。
・ 不安定な機材等は砂を入れた箱の中に埋めた状

態で若しくは格子のついた箱に収納保管する。
・ 戸棚から物が飛び出さないように、さんを取り付け

る。

さんを取り付けて収納物が飛
び出さないようにする。

ガラス戸に飛散防止フィルム
を貼付ける。

柔らかい敷物を敷い
て中の物の飛び出し
を防止する。

不安定な器具は、砂
等に埋める、または
格子のついた容器に
収納し転倒を防止す
る。

ワイヤー等で棚の転倒を防止
する。

棚の転倒防止

ガラスの容器の場
合は可能な限り、
ポリ容器等に変更
する。

金具の取り付け位置

止め金具は扉の上下に取

付けることが望ましい。
１カ所の場合は扉の中央に
取り付ける。

なるべく中央に
取り付ける

地震による被災状況と対策事例CASE⑬
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被災状況

ひとことメモ（参考）

体育館の設備器具

対策事例

■日常点検
＜バスケットゴール・スピーカー等＞

・ 取付金具、接合部のボルト等にゆるみ、つな
ぎ目のゆるみ・破損等がないか確認する。

・ 取付金具にさび、腐食等はないか確認する。

＜体育館天井照明＞
・ 吊り下げ照明の取り付け部分に腐食等がな

いか確認する。
・ 昇降式照明設備の場合は、昇降装置自体の

取付状態等の安全性を確認する。

■補強対策については「学校施設の非構造部材等の耐震点検に関する調査研究」報告書*1より引用

■バスケットゴールの破壊・転倒
・ 地震の揺れによる衝撃で、バスケットゴール

を支える 支柱が外れ、バスケットゴールごと
床に転倒しゴール部分の板パネルが破損し
た。

■体育館照明器具の落下
・ 体育館の天井に設置されたHID（高輝度放

電ランプ）照明器具が多数、落下した。

2004年新潟県中越地震

■スピーカーの落下
・壁に設置していたスピーカーが固定架

台より離脱して床に落下した。

2001年芸予地震2003年宮城県北部地震

■補強対策
・ スピーカー等の重量物は、落下により多大な

危害を及ぼすおそれが高いので、取付金物
で上下２ヶ所以上しっかり壁等に固定する。

地震による被災状況と対策事例CASE⑭
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被災状況

対策事例

ひとことメモ（参考）

■靴箱の転倒

・ 児童生徒用玄関の靴箱が地震の揺れにより転

倒し、背中合わせの靴箱が将棋倒しとなった。

・ 靴箱が転倒することにより避難路がふさがれる

と、地震後の避難に支障を来すことが予想さ

れる。

■対策図は 「防災マニュアル 東京大学生産技術研究所（2002年4月）」より引用

靴箱等

■靴箱等の転倒防止

・ 児童用昇降口等の靴箱はワイヤー等の支持部材で壁面に固

定する。（図(a)参照）

・ 靴箱は必ずしも壁に沿って配置されていない場合があるので

出入口で自立している靴箱などは、頑丈な天井・梁などに金具

で固定する。（図(b)参照）

■水槽など置物の破損

・ 玄関に設置される水槽などの置物が転倒・破損することにより、

避難時の妨げになる場合が考えられるので、設置している台が

転倒しないよう金具で固定するとともに、設置物自体の飛び出

し・破損を防止する副木の設置、ワイヤーによる固定、あるいは

耐震粘着シートによる固定などを行う。

・ 対策がとれない場合は、避難路の障害となりうる物を置かない

ようにする。

2003年十勝沖地震

靴箱

(b)

(a)

2005年福岡県西方沖地震

耐震対策により転倒を免れた

転倒し破損した水槽

地震による被災状況と対策事例CASE⑮
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被災状況

対策事例

ひとことメモ（参考）

■塀の転倒・崩壊

・ 地震の強い揺れにより、ブロック造や石造

の塀が転倒・崩落した。他の地域でも、塀の

転倒・崩落の事例がたびたび報告されてい

る。

■ ブロック塀の規定は建築基準法施行令第62条の８に定められている。

■ またブロック塀の点検・対策は、パンフレット 「あんしんなブロック塀をめざして」（社団法人 日本建築

学会 材料施工委員会 組積工事運営委員会 ブロック塀システム研究小委員会）に詳しく記載されて

いるので参照されたい。

◇http://news-sv.aij.or.jp/zairyou/s2/index.html  
◇http://news-sv.aij.or.jp/zairyou/s2/pamphlet.PDF

塀・門柱

■門柱の傾斜・転倒・ねじれ

・ 傾斜地に建つ学校敷地の地盤変状により、

門柱が傾斜した。

・ 傾斜地以外でも門柱が基部で回転したり、液

状化による地盤変状により傾斜あるいは転倒

する事例も見られる。

■日常点検

・ ぐらつき、傾き等が無いか、塀が必要以上に高くないか確認する。

・ ブロックや目地のひび割れ、鉄筋さび、汚れなどの劣化が見られないか確認する。

・ 基礎の根入れ深さ、鉄筋の配置、控え壁（柱）の配置は適切か確認する。

・ ブロック壁の高さ方向の増し積みをしていないか確認する。

■転倒防止

・ 危険と思われる塀は造り直すか、生け垣や金網

などの軽量柵に変更する。

・ 控え壁や鋼製フレーム等により補強する。

（右写真参照）

2005年福岡県西方沖地震

1997年鹿児島県北西部地震／東大生研中埜研

2004年新潟県中越地震
1978年宮城県沖地震
（東大生研岡田研）

地震による被災状況と対策事例CASE⑯
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被災状況

対策事例

■屋外鉄骨階段の傾斜

・ 屋外鉄骨階段が基礎から傾斜した。

外部階段とその周辺

■屋外階段のRC造壁面の傾斜

・ 階段室外壁が破損し、外側に傾斜した。

・ また、余震等により転倒・落下の危険性がある。

■日常点検

・ 階段室が構造躯体に十分強固に緊結されているか、あるいは自立可能な構造形式であるか点検・

確認する。これらの点検・確認は、校舎・体育館等の耐震診断時にあわせて行うと良い。

・ ガタ、脚部のアンカーボルトの劣化等がないか確認する。床スラブや階段部分から長く（高く）突出し、

他に支持部材のない壁などは地震による揺れの影響を受けやすいので留意する。

■対策等

・ 地震により階段室や壁面にひび割れや傾斜が認められた場合は、転倒・落下の危険性があるため、

直ちに使用禁止とするとともに、その影響範囲を考慮して付近についても通行禁止の措置を行う。

■階段室鉄筋コンクリート造壁の傾斜

・ 斜面に建つ体育館の階段室壁が被害を

受け傾斜した。

・ 地盤変状により生じた階段室床部分のひ

び割れの影響を受けたものと思われるが、

重い鉄筋コンクリート造壁は、いったん損

傷を受けると揺れにより容易に傾斜・転倒

することがある。（右写真参照）

2005年福岡県西方沖地震

2004年新潟県中越地震 1987年千葉県東方沖地震／東大生研岡田研

地震による被災状況と対策事例CASE⑰
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被災状況

対策事例

■崖地の崩壊による校地の崩落

・ 傾斜地に建つ学校の校地が、地盤変状に

より崩落した。

擁壁等

■斜面崩壊による通学路の被害

・ 山間地を通る通学路の斜面が崩壊し、通学

路を塞いだ。

■日常点検

・ 擁壁のひび割れ、はらみなどの劣化がないか確認する。

・ 急傾斜地の直上や直下に建物が建つ場合、あるいはそこを人や車両が往来する場合は、地震時に

おける地盤や擁壁の安全性を専門家に調査してもらう。

■対策等

・ 地震により擁壁にひび割れや移動が認められた場合は、擁壁の崩壊、転倒の危険性があることを校

地内外に表示するとともに、直ちに通行禁止等の措置を行い、児童生徒ならびに擁壁周辺を通行す

る一般者にも注意を喚起する。

■擁壁の被害

・ 斜面や造成地では地盤変状に伴い、擁壁にひび割れや周辺地盤の沈下、はらみを伴う大きな被

害が生じることが多い（写真(a)参照）。

・ また擁壁の移動は建設年の比較的新しいものにも見られることがある。（写真(b)参照）

2004年新潟県中越地震／東大生研中埜研 1995年兵庫県南部地震／東大生研中埜研

2005年福岡県西方沖地震2005年福岡県西方沖地震

よう

(a) (b)

地震による被災状況と対策事例CASE⑱
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被災状況

対策事例

ひとことメモ（参考）

■記念碑等の転倒

・ 地震により校庭の記念碑や銅像が転倒した。

・ 神社で石灯篭が転倒し死者を出した事例も

過去に見られる。（1987年千葉県東方沖地震）。

■ 転倒防止対策は「学校施設の非構造部材等の耐震点検に関する調査研究」報告書*1を参照して下さい。

その他

■雪囲い用資材の転倒

・ 校舎に立てかけた雪囲い用木材が転倒した。

・ 平積みあるいはワイヤー等で転倒防止がなさ

れていたものについては大規模な転倒は見ら

れない。

■日常点検

・ 壁面等に立てかけ放置された資材、高さ／幅の大きい重量物（石碑等）がないか、屋内、屋外に

わたって点検する。

・ 石碑等は基礎の根入れが十分であるか、ぐらつきは無いか確認する。

■転倒防止

・ 資材等は地震時の揺れによる荷崩れ防止対策を施した上、平積みとするか、ワイヤー、鎖、ロー

プ 等で転倒防止対策を行う。

・ 転倒防止用のワイヤー、鎖、ロープ等は、対象物の長さ（高さ）、重量を十分考慮するとともに、

対象物との間に必要以上にゆるみがないこと、

材長に対して十分有効な位置に転倒防止

対策がとられていることを確認する。

・ 石碑等の重量物は基礎の根入れを十分取るか

基部で転倒しないように十分補強する。

※直ちに対策が出来ない場合は、その周辺部分に

対して立ち入り禁止や通行禁止などの応急措置

を行う。

1978年宮城県沖地震／東大生研岡田研

2004年新潟県中越地震

1987年
千葉県東方沖地震2004年新潟県中越地震

地震による被災状況と対策事例CASE⑲
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【参 考 １】 

 

参考文献 

*1 「学校施設の非構造部材等の耐震点検に関する調査研究」報告書 

【発行元】  (社)日本建築学会 
【発行年月日】2003年５月 

http://www.aij.or.jp/jpn/publish/publish-menu.htm 
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【参 考 ２】

学校施設の耐震化の促進に関する調査研究

平成１６年１２月２２日

平成１７年 ３月３１日 一部改定

平成１７年 ７月１１日 一部改定

国立教育政策研究所長決定

１ 趣 旨

学校施設は、地震発生時に児童生徒等の安全を確保するとともに、地域住民の

応急避難場所としての役割を果たすため、その耐震性能の向上を積極的に図ってい

くことが重要な課題となっている。このことを踏まえ、今後の学校施設の耐震化の

円滑な実施に資するための調査研究を行う。

２ 調査研究事項

（１）学校施設の利用・管理面からの耐震化方策に関する基礎的研究

（２）機能改善を伴う耐震改修に関する基礎的研究

（３）その他

３ 実施方法

調査研究の実施に当たっては、別紙の学識経験者の協力を得るものとする。

４ 実施期間

平成１６年１２月２２日から平成１８年３月３１日までとする。

学校施設の耐震化の促進に関する調査研究協力者

（五十音順）

木村 信之 昭和女子大学短期大学部生活文化学科助教授

木村 秀雄 （有）万建築設計事務所代表取締役

高橋 典之 東京大学生産技術研究所助手

中埜 良昭 東京大学生産技術研究所教授

宮本 文人 東京工業大学教育環境創造研究センター助教授

なお、国立教育政策研究所においては、次の関係官が報告書の作成に当たった。

丹沢 広行 文教施設研究センター長

山本 聖一郎 文教施設研究センター総括研究官

竹内 真司 文教施設研究センター企画係長
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学校施設における非構造部材の対策事例集

平成１７年１２月

発 行：国立教育政策研究所 文教施設研究センター

所在地：〒153-8681 東京都目黒区下目黒6-5-22

電 話：03-5721-5693

ＦＡＸ：03-5721-5696

ホームページ http://www.nier.go.jp/shisetsu/
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